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概　　　　要
　MIR（Music Information retrieval）に関する国際会議ISMIRは、今年で7回目の開催となり、注目度は年々
増す一方で、現在では音楽情報科学関連の国際会議では、最大規模である。60件の論文と12件のﾎﾟｽﾀｰ･
ﾃﾞﾓ発表が採択され、参加者は150人程度であった。大学に籍を置くｱｶﾃﾞﾐｯｸ畑の研究者だけでなく、西欧の
音楽関連企業の研究者が多く参加しており、本会議は、産学連携研究を始める良いきっかけとなっている。
　海外では音楽の定額制聞き放題ｻｰﾋﾞｽが登場し成長している｡ 日本でのｻｰﾋﾞｽは未だ登場していないが、
少なくともMIR技術の点で優位性に立たなければならないと考えている。　現在、協調ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞに基づく音
楽推薦ｼｽﾃﾑは多くの商用ｻｰﾋﾞｽに利用されているが､未だﾕｰｻﾞの評価のないCDは推薦できず､同じｱｰﾁｽ
ﾄの楽曲ばかり 推薦されることが多い｡ 一方､音楽ｺﾝﾃﾝﾂの類似度に基づく音楽推薦ｼｽﾃﾑは､上記の欠点
を持たないが､自動記述技術の未熟や計算ｺｽﾄの問題から未だ実用化に至っていない｡ そこで我々は､｢推
薦精度の高さ｣､｢ﾕｰｻﾞが未評価である楽曲も推薦可能｣､｢ｱｰﾁｽﾄのﾊﾞﾗｴﾃｨの豊さ｣の3条件に着目し､これ
らを同時に満たすため､ﾕｰｻﾞの5段階評価ｽｺｱと楽曲から自動抽出した音響的特徴とを確率的に統合する
ﾓﾃﾞﾙを用いて音楽推薦を行う手法を考案した｡ 今回､この研究内容(標記論文ﾀｲﾄﾙ)についてｵｰﾗﾙｾｯｼｮﾝで
発表を行った｡　多くの研究者から非常に興味深くて面白い研究内容・発表だという感想を頂けた。　また、
企業の研究者とも多数顔見知りになることができ、実際のｻｰﾋﾞｽ展開を行うために必要な要件に関しても
有益な議論を行うことができた。


